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●伏見港公園 
 
前回検証結果 

 
 継 続  

・体育館やプール等の主要施設の利用率が高いことから、利用者ニ

ーズを分析し、相撲場の利用率向上のための取組を検討すること。 

 
対応・改善策 
実施状況 
 

・競技参加者の裾野を拡大するため、平成 28 年度から相撲フェステ

ィバルで以下のイベントを継続開催。 

 ・わんぱく相撲大会（小学生） 

 ・現役力士を招いてサイン会や相撲体操 

 ・ちゃんこ鍋のふるまい 

・令和３年関西のちびっこ相撲の開催を予定。 
 
取組の結果 

 

◇平成28年度と比較し、令和元年度は、 

・利用者数が約17％減少 
 
なお残る課題・
問題点 

◆公園施設全体の老朽化が進行し、今後維持修繕費や基幹施設の改

築更新費は増加の見込み。 

◆近隣住民による施設利用が約７割。 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 
 
 

□公園の特性を生かして、より多くの府民や観光客に喜ばれる施設

へと改善されることが望まれる。 

□ハードの魅力のみならず、ソフトの開発で府民が「ここでしか体

験、経験できないサービス」等の開発をすることで、府民全体が享

受できるサ－ビスの開発を期待したい。 

□今年度４月に国土交通省「みなとオアシス」に登録されたことか

ら、公共・民間・地域関係者と本施設を含むエリアの役割議論を通

じて、本施設の利活用促進につながる施策対応を検討されたい。 

□利用者の７割以上が伏見区民である現状において、詳細なプロフ

ィール分析を踏まえ、施設の互換性の検証が望まれる。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 
 

 継 続  

◎本施設の地域における役割を踏まえ、近隣施設と連携した新たな

サービス等により、より幅広い府民の利活用を図ること。 

＜今後の対応＞ 

○施設の立地を生かし、「みなとオアシス」の取り組みと連携しなが

ら新たなサービスを展開し、幅広く府民に利用してもらえる取組

を検討する。 

 

 


